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まとめⅤ

平成１４年度決算分としての日高市バランスシート・行政コスト計算書を作成

しました。前年度との比較においてバランスシートは、資産、正味資産について

は増加し、負債については減少しており、資産の形成についてはこれまでの財政

運営が適正に行われてきたことと考えられます。しかし、今後の厳しい財政事情

により、資産については有形固定資産の新たな資産の取得は減少し、流動資産の

財政調整基金についても取り崩しなどにより残高が減少していくものと考えられ

ます。また負債のうち地方債については、財政の硬直化を防ぐためその増加を抑

えることが必要となりますが、その結果として、新たな事業などの実施を制限す

る場合も考えられます。さらに正味資産についても国庫補助金の一般財源化や制

度改正により国庫・県支出金は実質上減少していくことが予想されることなど、

今後のバランスシートの各数値を注視していくことが必要です。

次に行政コスト計算書については、行政コストが前年度より約２億９千万円、

増加率にして約２．５％増加した結果となりました。その要因については現在の

高齢化を反映した扶助費と非現金支出の退職給与引当金繰入等、減価償却費、不

納欠損額の増加があげられます。特に不納欠損額については、増加率が著しく今

後は、その対応が重要な課題となると考えられます。また収入については前年度

より約６億１千万円減少しています。これまで作成した平成１２年度から１４年

度までの行政コスト計算書では当該年度のコストについては、その年度の収入に

より賄うことにより、その黒字分はバランスシート上の一般財源の増加となって

きましたが、今後はこれ以上にコストの増加と収入の減少が進めば、行政コスト

計算書において赤字となることも考えられます。

以上のことからも、日高市の財政状況は今後さらに厳しさを増すことが考えら

れ、それを乗り越えるためには、これまで以上に行政の効率化を図る必要があり

ます。長期的な展望と多角的な視点により行財政運営を進め、これからも適正な

市民サービスを提供するために職員一人一人が現在の市の状況について十分な認

識を持ち、さらなる歳出の抑制と必要な歳入の確保につとめていく必要がありま

す。

今回作成しましたバランスシート及び行政コスト計算書は、前回と同様に、総

務省報告書に準拠して作成したもので、正規の会計原則に基づいたものではあり

ませんが、今後の適正な行財政運営とその透明性を確保するための一つの手法と

して活用していくとともに、決算統計による数値を基礎データとしているため、

その正確性の限界などの問題点について研究を進め、さらに有効に機能するもの

としていきたいと考えております。
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Ⅵ 附属書類等

資料 １
有形固定資産明細書
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資料 ２
土地明細表
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資料 ３
国・県支出金算出表
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資料 ４
普通建設に係る補助金負担金等の状況

補助金負担金等計算書
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資料 ５
経年比較貸借対照表


